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概要概要概要概要： 
情報セキュリティ総合科学の視点から，筆頭著者（辻井）が永年，主張してきた，「自由，安心・安全，プライバシ

ーという，相互に矛盾しがちな三者に対する三止揚を情報社会の価値観とし，これを実現するために，Management(経
営・管理，市場)，Ethics(倫理，心理，行動規範)，Law (法制度)，Technology (技術)を密結合・強連結させること(MELT-UP 
と呼ぶ)により住み易い情報社会の実現を目指す」という視座の中で，人，物，通貨，組織など，あらゆるモノがネッ

トに繋がる，広義の IoT，即ち，IoE( Internet of Everything) 環境におけるデジタルフォレンジックの社会基盤的役割

について考察する． 
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Sociological Study of Digital Forensic Activities 

 

Shigeo Tsujii†1 Toshiaki Saisho†1 Masao Yamasawa†1 Naoshi Sato†1 
 

Abstract : 
The first author (Tsujii) has emphasized for a long time that "Aufheben of the three: freedom, security, and privacy, which tend to 
contradict each other, shall be the value of information society and the information society good to live in shall be realized by 
closely connecting and strongly linking Management, Ethics, Law, and Technology, (MELT-UP)" from the aspect of 
"Information Security as a Comprehensive Science." On the other hand, current society is in the IoT environment in a broad 
sense or IoE (Internet of Everything) environment, where people, things, currencies, and organizations, etc. are connected to 
networks. Based on the standpoint described above, the role of digital forensics as a social infrastructure is discussed. 
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1. 序論序論序論序論    集合知―知のフラット化集合知―知のフラット化集合知―知のフラット化集合知―知のフラット化 

 １８世紀以降，カント，ルソーなどにより，多くの思想

が生まれた背景には，王政から，民政へ変わる時代の流れ

と合わせて，ニュートンの万有引力の法則に見られるよう

に，自然界が美しく描けるのなら，「人間・社会も」と言う

ことで，社会の構成要素である人間を理想化したこともあ

るのではないだろうか．ニュートンが生まれた時，カント

は３歳．ニュートンを尊敬し，天文学の論文なども書いて

いるそうである．自然科学の影響もあり，几帳面な性格も

あって，定言命法のような厳格な思想が生まれたように思

われる． 

ルソーの一般意思などは，個人を理想化し過ぎて，現実

離れした結論を導いているように思われる．しかし，ビッ

グデータの時代には，集合知が把握し易くなり，知のフラ

ット化が進んでいることから，東浩紀は，一般意思 2.0 を

提案し，ルソー・フロイトとグーグルを結びつけている（一

般意思 2.0―ルソー，フロイト，グーグル，２０１１年）． 

 このように，IoT, BigData, AI 環境の中では，これまで，

教養のレベル，或いは，理学的であった，思想・哲学が，

実用のレベル・工学に近づいてきたようである． 

 哲学者，サンデルは，社会の価値観を，功利主義，自由

主義，共同体主義の 3 つに分類しているが，これらの思想

を，現実社会に当て嵌めようとすれば，どれか一つの思想

を実現すれば済むと言うわけにはいかず，それらをどう，

組み合わせるかが課題となろう（西垣 通著，２１世紀の

「正義」とは何か．２０１７年）． 

 

2. 三止揚ー三止揚ー三止揚ー三止揚ーMELT-UP と真正性証明と真正性証明と真正性証明と真正性証明 

筆者は，前世紀末から，情報セキュリティ総合科学の視

野の中で，自由の拡大，安心・安全の向上，プライバシィ

保護を３つの価値に着目し，これらの矛盾相剋し勝ちな三

者をどのように止揚するかを考えてきた．安心・安全性の

向上と，プライバシィ保護は，両立する場合も多いが，相

克する場合も少なくない．東日本大震災の際，入院患者情

報を，プライバシィ保護を理由に，家族に知らせなかった

ことは記憶に新しい．最近，NEC(株)は，霧を取り除いて，

人や物体の輪郭をはっきりさせる画像処理技術を開発し，

ある先端論文賞を受賞した．「夜霧よ，今夜も有難う」（石

原裕次郎）ではないが，プライバシィ保護の点で如何かと

いう見方もあるが，車の衝突防止などの安全性向上の効果
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3. デジタルﾌｫﾝﾚｼﾞｯｸの課題――日本語の論理性デジタルﾌｫﾝﾚｼﾞｯｸの課題――日本語の論理性デジタルﾌｫﾝﾚｼﾞｯｸの課題――日本語の論理性デジタルﾌｫﾝﾚｼﾞｯｸの課題――日本語の論理性

と法令工学との連携と法令工学との連携と法令工学との連携と法令工学との連携 

高デジタルﾌｫﾝﾚｼﾞｯｸの課題は山積しているが，ここでは，

日本語の論理性と法令工学の視点から考えてみよう． 

米国に子会社を持つ日本企業が，米国で，訴訟に巻き込

まれた際，日本語で書かれた証拠書類を英語に訳さなけれ

ばならない．例えば，ある製薬会社は，米国での pre-trial

の為に約８０億円を費やしたが，その内の大半は，翻訳に

要したとのことであった（2013年６月２日，日本経済新聞）．

今後，益々，文書やデータ量が増大していく中で，日本語

から英語への機械翻訳の効率化が課題となっている． 

「川端康成は，雪国でノーベル賞を取った」とコンピュー

タに教えておいて，「雪国を書いたのは誰？」と質問しても，

答えられないそうである（国立情報学研究所，新井紀子）． 

文例を沢山，教え込めば，AI は，答えられるようになる

とは，予想されるが． 

「雪国」の良く知られた書き出し，「トンネルを抜ける

と雪国であった」を英訳すれば 

「The train came out of the long tunnel into the snow country」 

(サイデン スッテカー訳）のように，主語も定冠詞も付さ

れるが，日本人は，そんなことは，気にしない．日本語は，

感情伝達言語であり，西欧語は，情報伝達言語であるとい

うのは極論であるが，そのような傾向があることは否めな

い． 

「日本語が持つ[途方もない融通無碍な自由さ]だ．[非論

理的なものも，「てにおは」がつなげてしまうなど意味を超

えて感情を喚起する，ある種の分泌性がある]．そして日本

語を操る我々にも，つじつまが合わないものを受け入れ，

そこに操る我々にも，つじつまが合わないものを受け入れ，

そこに美や情緒を感じる性質があると言うのだ．（赤田泰和，

「日本語，途方もなく自由だった」，朝日新聞，２０１３年

４月３０日） 

このように日本語賛美論もある反面，「日本語は，揺れ

る感情を連綿として綴るのに適した湿度 100パーセントの

膠着語である」との批判も見受けられる． 

  

筆者は，個人的には湿度の高い日本語に愛着を持ってい

るが，分野によっては,１７世紀，英国のロイヤルアカデミ

イーが旗を振って，明晰で論理性の高い英語に換えたよう

に（外山滋比彦「知識と思考」，学士会会報，No.8832010

―Ⅳ），論理性を高める時期ではないだろうか． 

例えば，法令爆発と言われるように，法律，条令，ガイ

ドラインなどが激増する中で，法令の論理性と機械処理能

力を高めておくことが急務である．法令工学は社会のソフ

トウェアであるという理念に基づいて，法令間の論理的整

合性などを向上させるべく，１０年近く前，北陸先端科学

技術大学院大学（JAIST）では，片山卓也学長（当時）が

代表者となって，文部科学省ＣＯＥ(Center Of Excellence)

研究プロジェクトで，法令工学の研究を展開した．現在，

中央大学研究開発機構では，福原前学長をユニット長とし，

角田篤泰教授，片山教授等により法令工学研究が推進され

ている．角田らが構築した，条例データベースは，全国自

治体の約２分の１で，活用されている．角田は，「法令の要

件に結び付く証拠が何になるかを機械的に察知し，それら

を自動的に保全できるようにする技術などが，デジタル・

フォレンジックスに有効ではないか．そのためには，コン

ピュータに理解し易い事務処理用日本文の標準化を促進し

てはどうだろうか」と述べている．情報処理学会でもこの

ような標準化の検討は既に始めていると聞いているが，一

般化・普及を推進することを期待したい． 
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